
国道１９号瑞浪恵那道路（恵那工区）中心杭打ち式
◇日 時：平成３０年１０月２７日（土）１６:００～１７:００
◇場 所：恵那市立武並小学校（恵那市武並町）
◇主 催 者：国土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所、

恵那市、瑞浪市
◇主な出席者：
国会議員 古屋圭司 衆議院議員
岐 阜 県 水野正敏 県議会議員、山田実三 県議会議員

県土整備部長
関係市町 小坂喬峰 恵那市長、水野光二 瑞浪市長

加藤靖也 土岐市長
後藤康司 恵那市議会議長、熊澤清和 瑞浪市議会議長
武並地域自治区会長、武並小学校児童

国 交 省 整備局長、道路部長、多治見砂防国道事務所長

水野正敏 県議会議員

加藤靖也 土岐市長

小坂喬峰 恵那市長

水野光二 瑞浪市長

古屋圭司 衆議院議員

○昨年１２月には瑞浪～恵那武並工区にて着工式を行い、
今年度、恵那工区を事業化。皆様のお力添えの賜。

○ご当地の継続的な発展のため、瑞浪恵那道路の早期開
通に向けて、関係機関と連携・協力し事業を推進していく。

勢田昌功 中部地方整備局長

○恵那工区が事業化され、これで長年の夢であった全線事
業化が実現。

○いよいよ事業が本格化。更なる事業進捗のため国と連携
を強化し、関係者の皆様とも、より一層協力して参りたい。

○リニア中央新幹線が開業する２０２７年までに、しっかり完成
させていくためのタイムリミット。

○リニアは手段。目的は定住人口を増やすこと。４月に県知事
が本社機能移転ＰＴを結成。トップセールスで働きかけをして
いく。

○地元の協力は不可欠であり、しっかり地域のために貢献して
いきたい。

○３年前、釜戸小学校で瑞浪側の杭打ち式を行った際には、
恵那工区が３年後に行えるとは思っていなかった。

○期成同盟会では毎年６００人規模の決起集会を続けてき
た。この成果をこれからも継続し、１日も早い完成を願う。

○８年前には瑞浪恵那道路はまだ想像もできなかったが、
瑞浪市・恵那市の両市長が足繁く東京に通われ、それに
応えていただいた古屋議員や国交省に感謝。

○瑞浪恵那道路は、瑞浪市、恵那市だけでなく東美濃全体
にとって悲願の道路。

○２０２７年リニア開業を見据え、早期完成に向けて関係機
関と連携し、事業を推進して参りたい。

（東濃５市東西幹線道路整備促進協議会副会長）



中心杭打ちの儀 式典会場

ドローン・パネル展示記念イベント演奏（恵那西中学校） 記念イベント演舞（バサラ瑞浪）

国道１９号瑞浪恵那道路（恵那工区）中心杭打ち式


